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第20回WFB世界仏教徒会議
仏教とマルチメディア
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南天寺本堂前の全日本仏教会代表団

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
、
本
部
タ
イ
国
バ
ン

コ
ク
）
世
界
仏
教
徒
会
議
が
十
月
二
十
九
日
目
ら
十

一
月
二
日
の
日
程
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ

ー
郊
外
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
の
仏
光
山
南
天
寺
で
開
催
さ

れ
た
。

　
本
会
か
ら
は
濱
野
堅
照
会
長
、
岩
田
文
有
副
会
長
、

不
破
仁
理
事
長
ら
百
余
名
の
代
表
団
が
開
会
式
、
執

行
委
員
会
、
全
体
会
議
な
ど
に
参
加
し
世
界
の
仏
教

徒
と
交
流
を
深
め
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
「
仏
教
と
二
十
一
世
紀
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
今
大
会
は
、
十
月
二
十
九
日
に
各
国
代
表
が
参
集

し
受
付
を
行
い
、
三
十
日
に
執
行
委
員
会
を
開
催
。

本
会
か
ら
は
、
松
濤
弘
道
国
際
委
員
会
委
貝
長
と
櫻

井
英
幸
国
際
文
化
部
長
、
入
西
智
彦
国
際
文
化
部
次

長
が
参
加
し
、
総
会
の
議
題
、
協
議
事
項
、
役
割
分

担
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　
翌
三
十
一
日
は
午
後
二
時
半
か
ら
開
会
式
が
南
天

寺
本
堂
で
行
わ
れ
、
本
会
か
ら
の
代
表
団
百
酔
余
を

含
む
、
約
入
国
名
の
各
国
か
ら
の
代
表
が
参
集
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
歌
斉
唱
、
三
帰
白
文
唱
和
、

会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
仏
光
山
南
天
寺
の
星

雲
大
師
の
挨
拶
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
副
会
長
の
挨
拶
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
代
表
、
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
市
長

等
の
祝
辞
、
各
国
代
表
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、

濱
野
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
英
語
に
も
訳
さ
れ
会
場

の
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
国
か
ら
の
代
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開
会
式
が
行
な
わ
れ
た
南
天
寺
本
堂

掴

チャロン・ウイスモルWFB副会長に記念
の揮毫を渡す演野会長

開会式に臨む全仏代表団

仏
旗
・
バ
ッ
チ

　
　
頒
布
御
案
内

大
仏
旗
　
た
て
一
四
〇
㎝
×
よ
こ
一
二
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
三
二
、
O
O
O
円

中
層
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
一
八
、
O
O
O
円

小
仏
旗
　
た
て
七
〇
㎝
×
よ
こ
一
〇
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
九
、
三
〇
〇
円

手
旗
た
て
三
五
㎝
×
よ
こ
五
〇
㎝

　
　
　
　
　
　
　
八
、
O
O
O
円

法
輪
旗
　
た
て
九
〇
㎝
×
よ
こ
＝
二
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
〇
〇
円

仏
旗
バ
ッ
チ
　
ニ
㎝
×
四
・
五
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

法
輪
バ
ッ
チ
　
直
径
一
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
O
O
O
円

　
お
申
し
込
み

　
　
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

　
電
話
　
　
〇
一
一
一
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五

　
F
A
X
　
O
三
－
三
四
三
七
－
三
二
六
〇

．
　
隔
¶

　
罵
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世界各国からの代表団全体会議

　
　
W
F
B
シ
ド
＝
一
大
会
祝
辞

　
第
二
十
回
世
界
仏
教
徒
会
議
シ
ド
ニ
ー
大
会
の
開
会
式
に
六

十
宗
派
八
万
ヶ
寺
が
加
盟
し
て
い
る
全
日
本
仏
教
会
を
代
表
し
、

更
に
は
W
F
B
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
前
回
の
バ
ン
コ
ク
大
会
よ
り
四
年
半
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、

世
界
の
状
況
は
改
善
の
兆
し
は
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
広
島
・

長
崎
の
悲
し
み
を
無
視
し
、
核
実
験
が
い
ま
だ
に
強
行
さ
れ
て

お
り
、
人
種
・
宗
教
等
の
対
立
に
よ
る
紛
争
が
各
地
で
繰
り
返

さ
れ
る
悲
惨
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
破
壊
や
地
球
の

温
暖
化
等
、
自
然
環
境
と
科
学
技
術
と
の
問
題
、
そ
し
て
生
命

倫
理
の
問
題
か
ら
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
等
に
よ
る
世
界
的
な

異
常
気
象
、
さ
ら
に
は
景
気
の
低
迷
に
よ
る
社
会
的
問
題
等
、

人
類
の
課
題
は
ま
す
ま
す
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
今
こ

そ
英
知
の
結
集
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
の
中
で
の
「
仏
教
と
二
十
一
世
紀
の
課
題
」
と
い
う
今

大
会
の
テ
ー
マ
は
大
変
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
我
わ
れ
仏
教
徒
は
ブ
ッ
ダ
の
慈
悲
と
和
合
の
原
点
に
帰
り
、

輝
か
し
い
未
来
と
、
美
し
い
自
然
に
満
ち
た
地
球
を
守
る
努
力

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
ブ
ッ
ダ
の
願
い
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
世
界
仏
教
徒
の
悲
願
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
マ
ヤ

堂
修
復
事
業
を
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
お
陰
様
に
て
考
古
学
調
査
が
終
了
し
、
現
在
、
ネ
パ
ー

ル
王
国
と
協
力
し
、
．
神
聖
・
崇
敬
な
る
マ
ヤ
堂
の
修
復
に
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
更
な
る
ご
鞭
健
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
意
義
あ
る
今
大
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
W

F
B
本
部
と
仏
光
山
南
天
寺
の
皆
等
方
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
一
九
九
八
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
野
堅
　
照

表
団
の
紹
介
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
歌
斉
唱
、
本
堂
前

で
の
記
念
撮
影
と
続
い
た
。

　
十
一
月
一
、
二
の
両
日
は
数
度
に
亘
り
全
体
会
議

と
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
日
の
全
体
会
議
で
は

濱
野
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
他
国
に
先
駆
け
て
最
初

に
紹
介
さ
れ
た
。
会
議
で
は
タ
イ
国
に
開
校
が
予
定

さ
れ
て
い
る
世
界
仏
教
大
学
へ
の
支
援
が
決
議
さ
れ
、

ま
た
「
仏
教
と
二
十
一
世
紀
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
次
期

開
催
国
に
つ
い
て
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
代
表
か
ら
の
自

国
開
催
案
が
採
択
さ
れ
閉
会
式
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
経
済
・
政
治
な
ど
様
々
な
面

で
課
題
を
抱
え
る
仏
教
国
の
現
状
と
、
そ
れ
ら
に
対

し
て
仏
教
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
各
国
代

表
か
ら
多
く
の
貴
重
な
意
見
が
発
表
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
会
議
を
通
し
て
日
本
の
仏
教
界
に
更
な
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
的
役
割
を
求
め
る
向
き
も
あ
り
、

W
F
B
日
本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
全
日
本
仏
教
会
に

は
、
今
後
、
よ
り
一
層
責
任
あ
る
対
応
が
望
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
W
F
B
大
会
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
南
天
寺

で
は
W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
青
年
連
盟
）
の
第
十
一

回
大
会
も
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
全
日
本
仏
教

青
年
会
、
矢
坂
誠
徳
理
事
長
以
下
、
多
数
の
青
年
僧

侶
が
参
加
し
、
各
国
の
代
表
団
と
仏
教
の
将
来
に
つ

い
て
多
く
の
建
設
的
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

一4一
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岩
田
副
会
長
、
不
破
理
事
長
以
下
三
十
名
が
厳
修

　
十
月
二
十
九
日
、
澄
み
切
っ
た
青
空
の
下
、
岩
田

文
有
副
会
長
、
不
破
仁
理
事
長
以
下
三
十
名
は
、
シ

ド
ニ
ー
か
ら
四
百
キ
ロ
内
陸
の
小
さ
な
町
鳶
ウ
ラ
の

日
本
人
戦
没
者
墓
前
で
の
追
悼
法
要

地
を
訪
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
間
際
に
こ
こ

の
日
本
人
捕
虜
収
容
所
で
起
き
た
集
団
脱
走
事
件
の

犠
牲
者
二
三
一
名
を
含
む
日
本
人
戦
没
者
五
四
四
名

と
豪
州
人
犠
牲
者
店
名
の
追
悼
法
要
を
厳
修
し
た
。

　
ま
ず
豪
州
人
犠
牲
者
追
悼
碑
に
不
破
仁
理
事
長
が

花
束
を
捧
げ
、
参
列
者
一
同
献
花
の
後
黙
硬
し
御
冥

福
を
御
祈
り
し
た
。
次
に
隣
接
し
た
日
本
人
戦
没
者

墓
地
に
赴
き
、
岩
田
文
有
副
会
長
を
導
師
に
追
悼
法

要
を
厳
修
し
、
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
皆
様
が
準

備
さ
れ
た
抹
茶
・
桜
湯
を
吉
田
昭
寿
浄
土
宗
社
会
局

長
に
献
じ
て
戴
き
、
四
国
松
山
の
岡
田
章
敬
浄
瑠
璃

寺
住
職
が
用
意
さ
れ
た
御
詠
歌
を
奉
詠
し
厳
か
な
う

墓
前
に
花
束
を
供
え
る
不
破
理
事
長

ち
に
儀
式
を
終
了
し
た
。

　
隣
接
の
日
本
庭
園
長
の
リ
ビ
ー
ラ
イ
ド
女
史
も
御

案
内
か
た
が
た
参
列
さ
れ
、
当
時
の
捕
虜
収
容
所
の

様
子
な
ど
詳
し
く
説
明
し
て
戴
い
た
。
そ
の
後
日
本

庭
園
の
食
堂
で
現
地
の
方
々
と
食
事
を
採
り
な
が
ら

交
流
を
深
め
感
慨
深
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

　
日
本
庭
園
か
ら
戦
争
捕
虜
収
容
所
跡
地
・
戦
没
者

墓
地
に
至
る
道
は
、
一
九
入
万
年
の
豪
州
建
国
二
百

年
を
祝
し
て
花
に
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
桜
並
木

と
し
て
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
我
々
一
行
も
参
拝
を

記
念
し
て
一
樹
を
寄
贈
し
た
。

　
日
本
人
が
一
人
も
住
ん
で
い
な
い
こ
の
地
が
、
豪

州
政
府
や
現
地
の
方
々
の
善
意
で
整
備
・
保
全
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
す
る
と
共
に
、
一
人

で
も
多
く
の
日
本
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
新
た
に
し
て
欲
し
い
と
念

じ
な
が
ら
カ
ウ
ラ
を
後
に
し
た
。

宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
財
団
法
人
国
際

宗
教
研
究
所
、
脇
本
平
也
理
事
長
）
開
設

　
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
宗
教
関
係
記
事
や
、
教
団
刊
行
物

・
ビ
デ
オ
な
ど
の
情
報
を
会
貝
制
で
提
供
す
る
、
「
宗
教

情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
略
称
ラ
ー
ク
）
」
が
十
一
月

二
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
た
。
現
在
は
一
九
入
七
年
九
月

よ
り
九
八
年
八
月
ま
で
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。

巌
問
い
合
わ
せ

　
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
東
京
都
文
京
区
小
石
川
三
－
十
四
一
六

　
繊
月
会
館
内

電
　
話
　
〇
三
－
五
八
〇
五
－
六
一
六
六

　
F
A
X
　
O
三
一
五
八
〇
五
－
六
一
六
七

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
げ
＃
豆
＼
＼
垂
・
「
貯
ρ
o
ユ
切
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大蔵経テキストデータベース研究会

　　　　榊三業
　　　大正斬愉大薇鰹テキストデータベース
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今
回
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
大
蔵
経
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
」
を
訪
問
し
、
代
表

委
員
の
江
島
悪
善
東
京
大
学
教
授
、
下
田
正
弘
東
京

大
学
助
教
授
、
事
務
局
の
吉
岡
司
郎
、
戸
田
隆
、
師

茂
樹
の
各
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※

　
事
業
に
取
り
組
ま
れ
た
き
っ
か
け
、
現
在
ま
で
の

経
過
を
お
話
下
さ
い
。

　
淵
源
は
そ
れ
以
前
に
も
遡
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

一
九
入
六
年
に
東
京
大
学
を
会
場
に
日
本
印
度
学
仏

教
学
会
の
学
術
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
『
イ
ン

ド
学
仏
教
学
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
』
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
持
た
れ
ま

し
た
。
そ
の
提
言
の
一
つ
に
「
将
来
考
え
ら
れ
る
『
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
大
蔵
経
』
に
向
け
て
、
そ
の
作
成
の

た
め
の
準
備
を
整
え
る
」
が
挙
げ
ち
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
個
人
・
私
的
グ
ル
ー
プ
が
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
た
の
ち
に
、
現
在
の
「
大
蔵
経
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
」
が
、
一
九
九
四
年

度
に
、
初
め
て
国
公
立
学
校
特
定
研
究
費
を
受
け
、

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
イ
ン
ド
哲
学

仏
教
学
の
江
島
研
究
室
内
で
具
体
的
作
業
を
開
始
。

同
年
度
後
期
に
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
承
認
を
得

て
、
同
学
会
か
ら
独
立
し
て
発
足
し
た
の
で
す
。

　
一
九
九
五
年
度
以
降
、
研
究
会
は
そ
の
事
業
を
、

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
事
業
の
一
端
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
・
文
学
部
の
支
援
の
も
と
、
文
部
省
科
学
研

究
補
助
金
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
交
付
を
受
け
、
一

九
九
七
年
六
月
以
降
は
事
業
に
対
し
て
ご
理
解
を
い

た
だ
い
た
方
々
の
善
意
の
寄
付
金
に
支
え
ら
れ
、
十

全
と
は
言
え
な
い
も
の
の
事
業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
九
九
七
年
四
月
、
東
京
大
学
文
学
部
ア

ネ
ッ
ク
ス
（
別
館
）
が
新
築
完
成
、
研
究
会
は
一
室

の
割
当
を
受
け
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研

究
科
・
文
学
部
よ
り
公
式
に
認
知
さ
れ
た
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
の
具
体

的
作
業
は
東
京
大
学
の
み
で
は
な
く
、
長
崎
大
学
教

育
学
部
早
島
理
研
究
室
、
駒
沢
短
期
大
学
仏
教
科
石

井
公
成
研
究
室
が
強
力
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
的
・
技
術
的
側
面
に
お
い
て
も
両
研
究
室
を
通

じ
て
多
数
の
関
係
者
に
協
力
を
仰
い
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
（
一
九
九
入
年
）
三
月
末
日
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
デ
ー
タ
の

一
部
公
開
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
作
業
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

　
本
事
業
は
、
全
百
巻
の
う
ち
、
テ
キ
ス
ト
部
分
に

あ
た
る
第
一
巻
か
ら
第
入
十
五
巻
ま
で
を
直
接
対
象

と
し
て
、
①
基
本
的
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作

成
。
②
必
要
に
応
じ
た
種
々
の
拡
張
応
用
テ
キ
ス
ト

フ
ァ
イ
ル
の
作
成
。
③
作
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
公
開
。
④
利
用
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
情

報
の
収
集
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
等
の
一
層
の
正
確
化
。
⑤
以
上
の
作
業
に

平
行
し
て
、
入
力
テ
キ
ス
ト
形
態
の
確
定
、
外
字
処

理
方
法
の
確
立
等
の
技
術
的
問
題
の
解
決
。
以
上
の

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
で
す
か
。

　
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
研
究
上
の
利
便
は
多
大
で
す
。
用
字
や
語
句
の

検
索
や
索
引
作
成
も
極
め
て
短
時
間
か
つ
正
確
に
実

行
可
能
で
す
。
ま
た
複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
比
較
対
照

一6一
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な
ど
も
容
易
に
行
え
ま
す
。
さ
ら
に
従
来
で
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
研
究
分
野
が
開
か
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
過
去
の
仏
教
・
東
洋
文

化
の
成
果
を
収
録
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
諸

文
献
は
歴
史
上
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
、
各
時
代
・

各
地
域
の
文
化
の
根
源
と
し
て
読
み
と
ら
れ
、
新
し

い
文
化
の
創
造
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
現
在
に
お
い
て
も
な
ん
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
、
各
仏
教
文

献
の
読
み
解
き
を
支
援
し
、
新
し
い
発
想
の
誕
生
、

新
し
い
文
化
の
創
造
を
も
た
ら
す
契
機
を
提
供
す
る

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
は
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
ま
ず
玄
突
三
蔵
訳
『
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
氏

讐
幽
銀
面
幽
［
籟

癬一盛劉旧■■圏■■■薗■圏
大蔵経テキストデータベース研究会の皆さ

左より、師、下田、戸田、江島、吉岡の各

般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
を
公
開
し
ま
し
た
。
そ

の
他
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
公
開
文
献
目
録
」
に
あ

る
よ
う
な
文
献
を
次
々
に
公
開
し
て
お
り
、
広
く
研

究
に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
者
は
国
境
を
超
え
て
延
べ
一
万
数
千
人
に

も
上
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
台
湾
で
は
こ
の
二
月
に
充
分
な
資
金
援
助

の
も
と
に
「
中
華
電
子
仏
典
協
会
」
（
O
甑
昌
①
ω
Φ

b
u
二
α
爵
δ
豊
国
δ
o
q
o
巳
。
↓
①
×
け
〉
ω
ω
o
o
置
碁
o
P

o
円
O
b
U
国
↓
〉
）
が
組
織
さ
れ
、
個
人
、
種
々
の
団

体
で
行
わ
れ
て
き
た
大
蔵
経
入
力
の
成
果
が
集
約
さ

れ
、
統
括
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
協
会

か
ら
、
私
た
ち
の
研
究
会
へ
協
力
し
あ
っ
て
作
業
し

て
い
き
た
い
、
と
申
し
入
れ
が
あ
り
合
意
し
ま
し
た
。

現
在
は
協
力
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
体

制
づ
く
り
を
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
事
業
を
進
め
る
上
で
留
意
さ
れ
て
い
る
点
は
。

　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
版
元
の
大
蔵
出
版
と
は
、

底
本
、
入
力
方
法
、
完
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公

表
な
ど
に
つ
い
て
、
理
解
を
求
め
て
き
ち
ん
と
し
た

形
で
覚
書
を
交
わ
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
正
確
な
も
の
を
を
少
し
つ
つ
作
り
上
げ
て

行
き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
そ
の
趣
旨
で
同

様
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
の
成
果
は
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
『
大
正
新
手
大
蔵

経
』
を
忠
実
に
再
現
す
る
と
い
う
立
場
で
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
文
の
誤
植
も
勝
手
に

訂
正
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
そ
の
リ
ス
ト
を
別
に
作

成
す
る
こ
と
で
補
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
事
業
経
費
、
今
後
の
展
望
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
作
成
事
業
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

技
術
的
に
は
優
れ
て
い
て
も
、
財
政
的
に
は
き
わ
め

て
脆
弱
で
す
。
全
体
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今

後
さ
ら
に
多
大
な
事
業
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
ま
た
事
業
期
間
は
、
一
応
十
年
と
設
定
し
ま
し
た

が
、
底
本
『
大
正
新
郷
大
蔵
経
』
の
刊
行
期
間
は
わ

ず
か
十
一
年
で
し
た
。
そ
の
単
純
な
デ
ジ
タ
ル
化
が

十
年
以
上
か
か
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
悠
長
す

ぎ
ま
す
。
今
後
は
財
政
的
支
援
を
各
方
面
に
呼
び
か

け
、
皆
様
の
温
か
な
ご
協
力
と
ご
援
助
の
も
と
、
事

業
期
間
の
短
縮
と
一
日
も
早
い
完
成
を
図
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
大
正
新
羅
大
蔵
経
』
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

作
成
に
関
す
る
ご
支
援
の
お
願
い

　
仏
教
及
び
東
洋
文
化
、
ま
た
新
し
い
文
化
創
造
に
関

心
を
お
持
ち
の
皆
様
に
、
こ
の
事
業
に
対
し
て
格
別
の

ご
理
解
を
賜
り
、
資
金
的
ご
支
援
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会

　
〒
一
一
三
1
－
○
〇
三
三

　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

　
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
室
内

　
電
話
〇
三
一
三
入
＝
一
－
二
一
二

　
　
　
　
　
　
　
内
線
（
三
七
五
四
／
入
九
五
五
）
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長
野
県
仏
教
徒
大
会

　
第
四
十
四
回
長
野
県
仏
教
徒
南
長
野
大
会
が
、
「
現

代
に
生
き
る
仏
教
一
い
ま
生
命
あ
る
は
あ
り
が
た
し

一
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
十
月
三
日
午
後
一
時
か
ら
、

長
野
市
篠
ノ
井
市
民
会
館
を
会
場
に
、
溢
れ
ん
ば
か

り
の
参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
渡

邊
社
会
部
長
が
出
席
し
た
。

　
法
要
、
式
典
に
引
き
続
い
て
「
南
長
野
仏
教
大
学

講
座
」
の
常
任
講
師
を
長
年
担
当
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

駒
澤
大
学
前
学
長
の
奈
良
康
明
先
生
が
「
慈
悲
に
生

き
る
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
、
最
後
に
大

会
宣
言
文
と
次
期
開
催
地
を
発
表
し
て
閉
会
し
た
。

埼
玉
県
仏
教
徒
大
会

　
埼
玉
県
仏
教
徒
大
会
が
、
「
伝
え
よ
う
広
げ
よ
う

仏
の
心
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
十
月
十
五
日
午
前
十

時
か
ら
三
郷
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
多

数
の
参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
法
要
、
式
典
に
引
き
続
い
て
柴
又
帝
釈
天
題
経
寺

住
職
、
望
月
日
翔
師
が
、
「
佛
性
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
、
地
元
三
郷
市
指
定
無
形

文
化
財
「
里
神
楽
」
の
舞
が
披
露
さ
れ
閉
会
し
た
。

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会

　
十
月
十
六
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
日
航
東

京
で
、
第
四
十
五
回
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
は
、
一
條
智
光
名
誉
会
長
を
大
導
師
に
、

全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
有
志
を
式
衆
に
法
要
が
厳
粛

に
営
ま
れ
た
。
次
に
大
本
山
善
光
寺
大
本
願
法
主
、

鷹
司
誓
玉
台
下
、
一
條
智
光
名
誉
会
長
の
お
こ
と
ば
、

友
廣
和
会
長
に
よ
る
信
条
唱
和
が
行
わ
れ
、
櫻
井
英

幸
本
会
国
際
文
化
部
長
の
挨
拶
へ
と
続
い
た
。

　
続
く
第
二
部
は
、
島
田
喜
久
子
理
事
長
に
よ
る
開

式
の
辞
に
続
き
、
来
賓
挨
拶
、
島
村
宜
伸
元
文
部
大

臣
に
よ
る
講
演
、
清
興
が
行
わ
れ
盛
会
で
あ
っ
た
。

桑
蚕
y
務
｛
局
忌
避
墓
多
ミ

　
　
　
　
一
十
一
月
－

　
　
四
日
　
ネ
パ
ー
ル
首
相
歓
迎
会
出
席

　
　
五
日
　
神
奈
川
諸
仏
教
会
祝
賀
会
出
席

　
　
　
　
　
ネ
パ
ー
ル
首
相
歓
迎
会
出
席

　
六
日

　
九
日

　
十
日

＋
一
日

＋
二
日

±
二
日

＋
七
日

＋
入
日

＋
九
日

　
二
十
日
　
局
内
会
議

二
十
六
日
　
春
見
文
勝
元
会
長
本
葬
儀
参
列

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

局
内
会
議

林
亮
海
元
副
会
長
本
葬
儀
参
列

ル
ン
ビ
ニ
1
委
員
会

国
際
仏
教
興
隆
協
会
祝
賀
会
出
席

法
律
相
談
室

加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
早

大
阪
府
仏
教
徒
大
会
出
席

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

教
化
セ
ミ
ナ
ー

浄
土
宗
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

日
宗
連
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

春
見
文
勝
師
（
全
仏
元
会
長
）

十
月
十
七
日
遷
化
　
九
十
二
歳

臨
済
宗
妙
心
寺
派
元
管
長

林
亮
海
師
（
全
等
元
副
会
長
）

十
月
十
九
日
遷
化
　
九
十
三
歳

真
言
宗
豊
山
派
元
宗
務
総
長
、
同
派
集
議

東
京
都
仏
教
連
合
会
元
会
長
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全日本仏教会ホームページhttp＝／／…jtvan．cαjp／肉jbf
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